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要 旨

2017年3月に告示された′卜中学校の新学習指g要領稔RrJに r各学校の特色を生かしたカリキュ

ラム･マネジメ/トを行うよう努める｣ことが明記された｡ しかし､これに関するgt旨や租税的

な動きが活性化しているとは言いがたい｡各学校で子供f=ちが様々fj教科や領域を也えて現代的

fL括評掛 こ即して学びを廉めていくことの丑義や書位をどう捉え､それを r育成をEI指す賢F･

能力.Iとしてどのように審理し､苧収の教育日操として具体化していくのかが問われている｡本

研究では､抱合的fL学習の時間を操としてカリキ>ラム･マネジメントの車技を頼み束ねてきた

研究校がこの問いに対してどのような知見を示しているのかをgt例的に検討する｡

1 はじめに

2017勺三3月に告示された小･中学校の新し

い学習席gF要衝の社則に r各学収の特色を生

かしたカリキュラム マネジメントを行うよ

う努めるJことが明紀された｡この学習指導

牛皮)からとされているが､移行期間中の教

育取掛士各学校で新しい総fllJを踏まえて編成

2L(施し,その趣旨の爽現を図ることとされて

いる.しかし､乍枚や地域によって温度差は

あるものの､学校隣保好の問で r子供たちに

どのような架質や能力を身に付けさせるのか｣

rそれを教育諌掛 こおいてどのように具体化

するのか｣などの7&牡が活性化しているとは

甘いJEい｡カリキュラム マネジメントには

各学校の軟+艮rqおよび学校と地域社会との

協●関係を挟める役割も期待されているから､

こうした現状は.薪学習持斗要領が目指す

r社会にEqかれた教育技良Jの英現をもJlL

くするのではないだろうか｡

一方.薪学習柏叫畢額では､r資質 能力の

3つの住｣にもとづき､各教科のE]t7の取逃

が大きく変Tされた｡このことのインバクト

が大きく､教育1(践上の臥しが教科ごとの

r主体的 対話的で深い学びの&'現に向けた授

蒸改革｣に水中していることも､カリキュラ

ム.マネジメントに朋け ろ紙熊的な動きが停

滞していることの一凶であると思われる｡

もちろん､教科ごとの捜兼改啓の努力は盃

要である｡しかし.それは､各学校の目指す

資質･能力の育成に資するように行われなけ

ればならない｡そのためには､教科等の意義

を再稚注しつつ.それらを相互に関連付ける

教科等横断的IL投点をもち.軟有珠鍵鬼成に

つなげていこうとする乍校の棚 的な甘みが

不可欠である｡つまり､カリキュラム･マネ

ジメントと主体的･対甘的で疎い学びの視点

は車の両牡であり､その所方を意tして便乗

改善を推i廷していくことが求められているの

である.
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このとき.子供たちが様々な教科や額域を

虐えて現代的tL措棚 にBTIして学びを汲めて

いくことの意錦や併せをどう捉え､それを

r育成を目指す賢才 能力)としてどのように

善理し.学校の軟骨日t5として具体化してい

くのかが問われることになる｡

実は､こうしたカリキュラム改革の方向性

は.約20年的の片合的な学習の時間のJl】没

に蝿を発するものである.当初は子供の体崇

や共味をJ(祝した兼朴な火段が多かったもの

の､釈行脚 が続く中で､一缶の載甘研究者

が抱合的な学習の時rqを珠として学校のカリ

キュラムをマネジメントすることの必要性を

毛じるようになった').こうした汝Siといく

つかのqF究枚での実践の用み五ねを経て､今

日のカiIキュラム･マネジメントBが形成さ

れた.これが新しい学習指事要執 こ影Iを与

えている面がある.

それでは､持合的な学習の時間を按として

カリキュラム マネジメントの奥睦を横み重

ねてきた研究校は.上妃の問いに対してどの

ような知見を示しているのだろうか｡

本研究は､今後.各学校でのカリキュラム

マネジメント-の組熊的な動きを促すうえで､

その手がかりを掛ることをEl的とする｡その

ため､r総合的な早朝の時rPlを接とするカリ

キュラム マネジメントJの先行爽鋲の1g例

を検討する｡

2 カリキュラム マネジメン トと総合

的な学習の時間

まずは､新字羽招叫声朝の中で､カリキュ

ラム･マネジメントがどのように記述されて

いるのかをek降しておこう｡当扶箇所である

総則節1の4を以下に抜粋する｡

弟1 ′ト乍佼教育の基本と軟骨Zt程の役割

4 各学校においては.児童や学硬､地域

の実態をji切に把握し､¢教育の目的やEI
襟の英現に必事な教育の内容等を教科専横

薪的な視点で組み立てていくこと､◎墾萱

諌松の実生状況を糾 してその改善をEglっ

ていくこと､○教育Zt払 こ必重な人的又は
物的な体制をdL保するとともにその改善を

図っていくことなどをidlして､教育孜掛 こ

基づき粗■的かつ計面的に各学校の教育括

軌の井の向上を回っていくこと (以下 rカ

リキュラム マネジメントという.Jに安め

るものとする.(下さは字音に上る)

下JB①②卦から､カリキュラム マネジメ

ントは3つのOl面から定凍されていることが

わかる.このうちeX3)は一般的な蛸 マネジ

メントでt>強さlされるPDCAサイクルや姿蘇

活用のdl面である.これに対して(Dは､カリ

キュラムという用指が本来的に意味するとこ

ろの r学びの綴牧Jという次元からこれを捉

えようとするものである｡学校は企… 等

とは見なり.子供の学びを斗き将来社会で必

要とされる姿質･能力の育成を図ることをミッ

ションとする.そのil成をめざす学七と雌 の

マネジメントは①の側面を欠いては成立しな

い｡カリキュラム マネジメントの暇Elは､

単なる組抽選宮の改善にとどまらす.子供の

学びの質的充炎を図る点にこそある｡そのた

めに r教Jffの内容等を教科等横断的な視点で

組み立てていくこと｣が不可欠だと考えられ

ているのである｡

それでは､r教科横断的な視点｣とはどの

ようなことを摘しているのだろうか｡これを

記述している総則の庵所は､窮2の2である｡

第2 教育課粒のAi成

2 教科等横断的な視点に立った賢午･能

力の育成

(1)各学校においては､児丑の発達の段

階を考よし､書f岳能力.情報活用能力 (悼

報モラルを含む).rEIJd発見.解決能力等の

o学習の基盤となる栗平･能力を育成してい

くことができるよう.各教科等の柿平を生
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かし､教科… 的な視点から教育課程の

招虚を図るものとする｡

(2)各学硬においては､児童や学校.也

域の畑 及び児宜の発達の段階を考点し､

Jtかな人生の実現や災筈等を乗り越えて次

代の社会を形成することに向けた中里生垣
な碓糊 に対応して求められる賢貫･能力

を.載科糊 柿的な視点で育成していくこ

とができるよう､各学校の特色を生かした

表書諌鍵の日成を図るものとする｡(下穀

と太字は羊者による)

薪学習指叫声切が各章攻に明dL化すること

を求めている r書虚をEl指す史官･能力｣と

は､下♯① r乍習の基盤となる和 能力J

と② r現代的な糊 に対応して求められる

吏甘 能力Jの2つの葬兼からなっており､

それぞれ典なる書と点から r教科等肺 的な視

点｣が細 されていることが讃み取れる.(》

については r各教科の糊 を生かし｣という

条件が付されているものの.rどの教科にも

共通に必葬とされる学習の基盤Jというニュ

アンスが込められている｡｢学習の基盤とな

る資質･能力｣の育成に向けては,各教科の

特質を失わない鵬 で､教科等の枠を越えた

共通の楓 を行う (例えは､どの教科の授某

でも少人数のグループ活動を取り入れるなど)

ことや､特走の教科等で瓜点的に育成した資

質 能力を他教科等でも活用してその… 化

をLglる (例えば.国防科の捜兼で盤点的に育

成した書指能力を他教科の標茶で r沓 くJ

r降すJr肯く｣などのスキルとして活用し,

書柑能力の汎用化を図るなど)ことが想定さ

れていると思われる｡こうした資質 能力の

rk成に向けた取組は､教科別や個々の教師ご

とに行うのではなく､年度当初から学攻教育

の全体計l宙である軟棚 鎧に位tづけ､学校

全体で且… 挽的に来島しなければ効

果的ではない.必然的に r教科等侠薪的な鞍

点で教榊 … 虎を回ろ｣ことが革Elされ

ることになる.

一方､②について.捻AIJには r現代的な洋

謙樹Jの例示はなく､rJtかな人生の炎現｣

や r災着等を乗り遭えて次代の杜会を形成す

る｣という方向性が示されているのみである.

ここで憩起すべきは､薪学習指事要領が.

学校の教育活動全件を通じて習得された r生

きて■く r知■･技能JJや r未知の状況にも
対応できる r息JF̂ ･fIJ断力･喪現力等Jjを
rどのような方向性で■かせていくか｣が玉

章であるとし､これを r7-ぴを人生や社会に

生かそうとするr学びに向かう力､人間性等JJ

と表現して汝1していることである.

すなわち､匂)は.全ての学習の基JEとなる

汎用的スキルのようなものとは共なり､子供

たちが生きている現代杜全のリアルな同席に

BJ]して自らZW を牧起し､それを探究してい

く退色で育成される姿9(･能力であると考え

られる｡扶兜的な学習の過程では.一人ひと

りが現実のテーマと向き合い､rどのように

社会 世外と関わり.よりよい人生を送るか)

を自らに問うことになる｡nJEに対して釈行

錯誤を換り返し.粘り強く物事の本官に迫っ

ていく.その過操で､様々な教科で習得され

た知鞍 技能や息才力 やJ断力･敦現力等が相

互に結びつき､より荊次の能力-と統合され

ていく｡こうした資質 髄力を神走の教科の

授業だけでPG成することはできない｡そこで､

教師は､r教科等横断的な視点｣からどのよ

うなき質･能力を育成していくのかを考え､

r各学校の特色を生かした教育棟 程｣を相成

しなければならないのである｡

なお､今回の改Jrに先立ち2016年12月に

発表された中央教育♯議会答申には､r体験･

安全･itに関する Ĵr主権者として求められ
る力Jなどの r教科等St断的なテーマ｣の例

が示されている8.

杜合的な学習の暗鞘は.教科を越えた横断

帆.杜合的な学習を行う朝JSである.具件的

な捷究毘相を世定して.子供たちは学痕の仲
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rWや地域の人々と協肋しながら粘り強く課題

と向き合い.学びを深めていく.こうした総

合的な学習の時rWが r各学校のカリキュラム･

マネジメントの中核Ju=位ILづけられるこ

とは必然であるといえよう｡

学習楢斗野竹の牡別の節2の1には.各学

校の故書諌挫Jl成において明dL化する学校教

書日t!と各乍硬で牧定する牡合的な学習のIS

rqのロ塀を関連付けるようにという旨の記述

の時rFlで育成をEI摘す安平･能力が学校教育

全件で育成を日指す様々な賢F.能力を束ね

る r桂｣となるようなfR連が想定されている｡

3 盆合的な学習の時慨と r探究｣

各学校でカリキュラム･マネジメントを促

す書は.これまで捻合的な学習の時間でどの

ような振党活動が行われ､子供たちにどのよ

うな姿甘･能力が育成されてきたのかを振り

返ってみることである｡これまでの実践を振

り返る作男は､教師たちが自らの思いや鐘鼓

を略り合うなかで子供の姿を捉え直し､理念

や方向性を共有しながら､El々 の教育突抜を

jaして速成すべき乍佼教育日原を明確化して

いくことにつながる｡

その折kLとして.学習摺叫要領第5章で総

合的な乍習の時ruのL]用を確隠しておこう｡

節l t]用

①振兜的な見方 考え方を飽かせ､横断的･

総合的な乍習を行うことを通して.◎主旦

よく諌題を解決し､q)自己の生き方を考え
ていくための資質･能力を次のとおり育成

することを目指す｡

(1)探究的な学習の過掛 こおいて,鞍腰

のAS決に必繋な知t及び技能を身に付け､

棚 に関わる概念を形成し､探究的な学習

のよさを理#するようにする.

(2)9g社会や炎生活の中から問いを兄い

だし､自分で棚 を立て､情報を集め､並

理･分析して.まとか 衆現することができ

るようにする.

(3)探究的な学習に主体的.払■的に敢り

#lむとともに､互いのよさを生かしながら､

眉唾的に社会に事iiLようとする態度を養

う｡(下JLはgE者による)

(1)(2)(a)はそれぞれ r賢F･能力の3

つの任Jのうちの (知t･技能Jr思考力 判

断力.表現力gFjr学びに向かう九 人間1生別

に対応して垂理されたものである｡これら3

つをぶら下げる形でEr朝に全件的な日t5が述

べられている.

まず､下JL(pの r探究的な見方･考え方｣

とは､抜兜的な乍習の34樫で各丑科挙におけ

る見方･ヰえ方を捷合的に書かせるとともに､

特定の教科等の視点だけでは捉えきれない広

範IL事故を､多様な角皮から僻■して捉える

ことである.こうした教科等秩l折的な学びの

特質を生かした見方･考え方を書かせて学ぶ

ことを適して.下iB②Q)のような r資質 能

力Jを育成することがロ櫓される.下弟②は

rよりよく汰児を解決するJことのできる資

質 能力.下穀③は r自己の生き方を考えて

いくJための資質 稚^である｡総合的な学

習の略F"Jでは､これらが他の教科等でIG成さ

れた様々な資質 能力と統合され.より高次

の賢質 他力として形成されなければならな

い｡

特に ｢自己の生き方を考えていく｣ことに

関して.那2の3の (6)｢振究株題の解決を

通して育成をロ指すA体的な弊紫･能力につ

いて｣のなかに rlコ分rl身に関すること及び
他省や杜会との関わりに関することの両方の

視点を踏まえること｣という監述がある｡

r他者や社会との帆わりJとは､謙JEI*決に

向けた他者との払*や積極的な杜会事再の態

度を養うことである.r自分自身に関するこ

と｣とは r探究的な学習に主体的･協書的に

取り且むことJを適して r学ぶことの意錐を
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自発したり.自分のよさや可能性に気付いた

り､学んだことを自I引こつなげたり.現在及

び将来の日分の生き方につなげたりする内省

的な考え方 (Renectlon)Jのことであるd.

そもそt>捷党とは何か｡20世た初頭から

今日に至るまで.カリキュラムや授粟を子供

たちの探究iA鎧へと変事するための教授理等

を提唱した教育鞘 は後を絶たない｡歴史的

には r姓■主点か系鼓主点かJをめぐりii争

が換り返されてきたが.双方の立glから提唱

された攻究的な救援理Bのほとんどは､ジョ

ン.デューイ (Jolm Dewey,1859-1952)の

探究課Jiを何らかの形で推兼している｡

デューイは､近代科学の方法をもとに哲学

の改造を目指し､その思想の中按として､現

実の社会における間Jgの解決に向けた知的な

思半の土葬性を主鎖した人物である.彼は､

科学的な捷究を親乾的ILモデルとは見なさず､

世人の生活柾kに根ざした日常的な間腐解決

にまでさかのぼり.そこに+いている知的な

r.阻鶏の方法｣を抽出した0.

我々が r不dl定な状況｣に正面したとき､

状況を甘煮し.入手できる知鞍をさ照し､そ

れらに題づき(皮悦を較起し.爽穀的な行動

(獣行鮒掛)を換り返し､rek足した状況｣を

もたらそうとする知的な思考をはたらかせる｡

これをデューイは r反省的思考｣(rellectlVe

thlnklng)と呼ぶ｡反筋的思考とは,自らの

行為の原因と鵜兆を意蝕的に振り返り､自ら

の行為を意味付け.これに続く行為を方向付

ける思考である.これによってEl常の唖味で

不明SLな払我が知性的な耗敦-と再構成され

る｡探究の過払 こIi絶えず反省的思考がはた

らいている.

デューイにとって振究とは社会的なもので

ある.他の探究者と問題を共有し､対蓄し､

喜びや苦しみを共感し合うILかで､一人ひと

りの相互成長がもたらされるからである.社

会的探究のjA&で我々は様々なi>次を換り返

す.BF:究の対穀や細 を並択するだけでなく､

他56の多様な価値戦に触れながらElらの価値

牧を選択したり､どのように対象にわきかけ

るかを連訳したりする.このような選択は

rどんな人ru存在にもっとなりたいかという

発見の遺軌 であり､自己の7イテンティティ

の斗立と疎いかかわりがあるというd.

デューイ思想の抹心は.あらゆる捷究は反

省的思考を中棟とする社会的探究であり､自

己の生き方の発見にいたる34超でもあるとい

う点にある.

このように r攻究)を耕 すると.従来の

捻合的な学習の時rmの父様を振り返る床には､

子供たちの学びの姿を長期にわたる社会的な

自己捷実のia性として捉え正す視点をもつこ

とが不可欠であろう.

4 r探究力｣の書成を目指すカリキュ
ラム .マネジメン トの事例

(l)上越市立大Trr′ト学校の教育諌程

上越rfT立大手rr小学校は､1970年代から

時代を先取りするカリキュラムのEN発に取り

組んできた｡

2002年から3年附=ま r生活科Jr総合的な

学習の時間｣の学びのよさを各教科や道徳お

よび特別活肋に生かし､r稚かな学力｣を育

成する研究に取り組んだ｡この研究により､

従来の教科や朝域の枠を越えて横断的に育ま

れる資質 能力を rrZ.rJ雌解決能力｣r情報活用

能力Jr内省的な魅半))｣rコミュニケ-ソヨ

ン能力Jr共生的な感度Jの r5つの能力｣

に連理した7)｡これを引き継ぎ.2006年から

5年間は ｢生活･総合学幣｣rふれあい｣r教
科学習｣の3音i域からなる教育課軽を点成し

た.2013年には､上R r5つの能力Jを r探

究力｣rfrlk報活用力Jrコミュニケーションカ｣

rhl遣性Jr日経性jr共生的な態度｣の r6

つのyF井･能力｣に再載理し.これらの資質･

能力の発拝を自らの在り方につなげる思考を

r内省的な思1Jとした●.



(凍死j)】物事の本Fを深く振ろうとする力

(情報活用J))知t 梢報を生かしながら.

考えをB理的に熊理する力

(コミュニケーションカ】書兼を通して.局

りのもの こと･人にかかわる力

【h]通性】新しいものをbJり出していく力

【自律性1自分で自分自身 (心身)をaIl生し

ていくノ】

【共生的な鮎 Hqりのもの ･こと･人との

BB係をよくしていく鮎

<姿千･能力の発揮を包括的に捉えながら自

らの在り方につなげる思考>

(内省的な思卑】自分の考えや行動を振り返

り､これからの自分の在り方を考えようと

する思Jg

大手PT小は､これらの姿r 能力を発揮す

る子供の育成をE]指し､既存の教科 宙域を

r生活･冶合Jr女様jrこと帆 rhJ溝･表現J

r睡凪 rふれあい)という6蘭城に再点した｡
このうち r生活 総合｣は､生活科と総合的

な学習の時mlの遵旨を踏まえ､6年間をidlし

て ｢振死力｣を皿点的に育成する額域とされ

ている｡この r挟死力｣が推進力となって協

働的にIuJ雌解決に向かう学びが成立したとき､

他の朝城の学びとのつながりが生まれ､資質

能力を発付する子供の姿として変れてくると

いう｡

このように､大手町小カリキュラムは.戟

育課榛の構造において r生括 総合Jを中核

とし､全額蛾を通して育成を目J旨す資質･能

力のうち最も高次に r探究力｣を位置づけて

いるという特徴をもつ,

(2)上越市立大手PT小学校のカリキュラム･

マネジメント

大手rT′トでは.子供が資質 能力を発揮し

ながら乍びを探める活動をつくるため､研究

粗汁として各節喋れ会が牧けられ､教師が払

+で単元をI書憩し､その単元での学びを通し

て爽麻に子供たちがどのような賢好･能力を

発揮しているのかを様々な視点から見取る｡

これをBIみ丑ね.子供の姿常･能力の発揮を

促した学習内容･活動例や廉桝上の留意点等

を生理し､-X卦 こまとめていく｡この衆を

教師全員が共有し､新たな単元Ht憩や活動づ

くりの拠り所としている.

また､学年ごとに全額蝶の年間指事計声を

-故にまとめた r投書的カリキュラム衷)杏

作成し､r生活 捻 合Jや rふれあいj(道徳

と特別活動に相当)と他領AEの学びをどのよ

うに関連付けるかもSt附する.1早期に2回

(3学期は1回)程度Eqかれるカリキュラム改

善伊佐では.扱食カリキュラム表をtl追払 こ

拡大し.各学年教師に管理Jrや担任外教師も

加わって.子供たちの来島､作文シー ト等に

見られる変容.各種アンケートht集などをも

とに実践の糊 や今後の見通し等を話し合い､

年間指ヰ針面にtf正を加えていく｡年間のカ

LIキュラム衆は1年の最後に完成する｡研任

では､各学年の検討抵巣が全教月に向けでも

報告され.他学年の祝点からも意見が出され

る｡こうした同肝性を丑祝したPDCAサイク

ルによって､一人ひとりの子供の学びを学校

全体で見取っていく募PIl気が稚成されている｡

満月基での何げない会脂のなかで子供の姿が

捉え直され､それが新たな非矧 こつながるこ

ともある｡大下町小では､教師の協働による

単元榊憩や日常的に子供の学びを捉え直す弄

皿先が必盤となって.カリキュラム マネジ

メントの起額が図られている.

(3)r生活･総合｣における ｢挟死力｣育成
の事例

ここでは､2014年度第5乍年 r生活 総合｣

で突践された通年琳元 rつくる私 食べる私｣

の事例を候討する｡第5学年は2学鼓で.担

任はI先生 (男性)とH先生 (女性)であっ

た.以下に鞍牢を述べる.
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4月､5年生は今年の r生括･総合｣で何に

取り組むか､テ-了について聴し合った.千

供たちは r身近にある食べ物について知りた

い､つくりたい｣という思いを払った.毎日

当たり前のようにljにしている食べ物を自分

たちの力で作ることで.食の大9)さや食料生

産にかかわる人たちの思いを学びたいと考え

た.宙し合いの冶果､米と野菜を麓壊し.ブ

タと牛を耶 することになっL 5月に2頭

のブタ.6月に1朝の牛を迎えた.子供たち

は当番をつくり毎El世話をした｡しばらくし

て､o子供たちは3頭に名前をつけるかを間

切にするようになった 慈し合いの結果,負

前をつけることになり､ブタに rt:-ト｣

r-ツビー1,4=に rすくJという名前をつけ

生し

2学期､ブタの出荷時期が近づき､〇三些

たちは出荷について話し合っt.r出荷をす

るか.しないかJについて自分の立谷を明ら

かにして話し合いをするものの.気持ちが揺

れる草も見られた｡最後は学年全員で出荷す

ることに決め､10月に rヒー ト｣と r-ツ

ビー｣を出荷した｡2朗のパラ内を買い戻し.

自分たちが育てた野菜や rヒー ト｣のベーコ

ンを調理して食べた｡また.食肉加工センター

でLg)く人々､取医.農家の方々から話を聞い

た1

3号胤 ①子供たちは ｢すく｣の出荷につ

いて話し合った.階し合いの結果､2月に

rすくlを出荷した.その後､rすくJのセリ

を全員で見学した.～3月の ｢学びのステージ｣

(J7:習発表会)で rつくる私 食べる私｣で学

んだことを発兼し.それぞれの思いを作文シ-

トに書き.友達と共々した｡

ます.rとことん対穀とかかわるJことを

薮蚊していることに注目したい.一人ひとり

の升敦への思いの強さにそれが表れている｡

また.教師が活動の方向性を明示せず､rこ

れからどうしたいかJを子供たちにとことん

話し合わせていることも見通せない (下絵①).

教師は潜し合いの秘曲を安易に求めず.本音

では納得できないでいる子供の気持ちを一人

ひとりの甘美や作文から捉え､次のなし合い

につなげる (下■②).さらに.子供たちの

内面的1L葛jiを大人のB理から r折り合いJ

をつけさせるのではなく､葛jfする自己の内
面を見つめさせる (下▲(》).

手首は､2015年から16年にかけて3回.こ

のqL元の央践甘-のインタビューを来生Lfl

教師の甘美から､鼓らが r振究力｣をどのよ

うに捉えているのかを見てみよう.

4月.子供たち自身でテーマを決める.教

師はどのように年間カリキュラム東を作成し

ているのだろうか.

【H先生】千怨して作っています.できる範

囲でなんですけど､(来年の)3月にこうい

う子供になっているといいな (と予想してい

ます)｡この軟材をもってきたら､きっとこ

の頃にはこういうことをgってくるだろう､

こういう子になってはしいな,というのから､

作ります.教材もどういう切り口でいくかに

よって変わってくるので｡だから.そこに至

るまでに､この-んICこういう老体がおきる

だろうとか､この時期はこんな問題が生じる

だろうと､子供が正面するrZH雌を想像して｡

で､その時期は.みんなの声をよくLLMいてお

くとか､作文シー トをあえて谷かせるとか､

日記に沓いてたことを牧み上げるとか､何か

仕掛けを作っておいて､やってますね｡

安易なテーマを世業する子供に対しては

r本当にそれでいいの｡｣と意Egl的に問いか

け.活軸のEl的をヰえさせるという.

5月､ブタ2朝が'7:掛 こやってきた｡この

頃には､自分たちで育てた業者を r出荷して.

お肉をitペる)ことを通して r食の大切さ.

命の大切さを学びたい)という活軌の日的が



研究3i文

決まっていた｡6月に牛の ｢すく｣が加わり､

3所の動物の世話に追われる慌ただしいEl々

が7月まで就いた.

9月に入るとすぐにヒー トとハッピーの出

荷の雷舌を始めた｡

EH先生】9月2日に読みLLHかせをしたんです
ね｡rぶたにくJlっていう本とか､フォトブッ

クみたいな､ちょっと文革があるものとかを

見せたりLLHかせたりしながら､ちJ:つと生々

しい言舌をした｡

ll先生】苗圃で働く人が悩む詣とか｡で､

じゃあ出荷はどうするってF淵いたら､｢それ

はちJ:つと成酷すぎます｣みたいな｡でもそ

うじゃない子もいた｡N先生から ｢先に目的
的にやるからダメなんだよ｣と首われたけど､

目的的にやるからうまく葛藤が起こった｡

｢日的なんだから出荷しなきや｣という子ど

も｡

EH先生】あれだけかわいいって育ってたブ
タと牛を､名前までつけていた3頑を､r出

荷したくない｣って首ってたくせに､でも､

r考えてみんな､日的って最初に決めたんだ

から､出荷しなきやいけないよ｣って (意見

が出た)｡そうしたら,(子供たちの意見が)

そこにど一つと流れて｡正論に聞こえるから｡

自分たちにとっての正論.r目的があってブ

タを飼ってるのに出荷しないと変じや ん｣っ

てことになる.目的論が大半-を占めてbあと､

出荷しないとその後どうなる給も出てきて.

出荷せずに飼い綴けることも無理じゃないか

という｡

EI先生】最初論点がかみ合ってるようでか

み合っていないのは､｢するかしないか｣と

いう話と ｢したいかしたくないか｣で話をし

ている｡だから､｢するしな い｣で話をして

いる子は ｢する｣って言うし､｢したいかし

たくないか｣で辞してて rしたくない｣って

やつがいるわけ｡そうなると ｢する｣って子

は rLなかったらブタどうするんだ｣って官

うんだけど､したくない子は ｢それは分かっ

てる､でもしたくない｣って貰う｡かみ合わ

ないんだけど､表面上はかみ合ってるように

見えて､お互いにやり合うみたいな｡子供だ

からよくわかんないんだよね｡｢するなんて

知ってるよ､したくねえんだ r｣みたいなね｡

でもするんだよね｡結局ね｡

このような話し合いが約1ケ月綴いた｡H

先生は､9月18日のK子の作文シー トを見な

がら次のように1括った.

【H先生】18日のK子のシー トには､｢今日
出荷についての話し合いをして､迷っている｡

なぜかというと､H先生が自分たちの学びの

ためにと- トと/､ツビーを出荷して､ヒート

とハッピーは喜ぶんですか?っていう言古をし

たからです｣｡嫌なことを私もぐいぐい柵い

た｡r農家の人の気持ちが知りたいJとか言っ
てたんですよね｡出荷をするのが目的なのは

なんでかというと､｢悲しむためにしたい｣っ

て育ってるんですよ｡意味がよく分からない

んですけど｡苦労を知れば食べ成しもしない

し､本当に大切だと分かるんじゃないかとい

う理論らしいんですけど｡だから出荷して悲

しむことも目的の一つなんですね｡

K子のように､｢出荷する｣側にたつ子供

はほとんどが日的給を主張していた｡これに

対して､感情的に ｢出荷したくない｣と主張

する少数の子供がいた｡許し合いでは双方の

立場の考えを聞き合った｡r出荷した(ない｣

派の3人は次のような意見を述べた｡

r(ヒ- トとハッピーは)自分たちのせいで

出荷される｡人間のために殺されるなら好き

なことをさせてあげたい｣(F君)

r最終的には出荷されると思うけど､心の中

では出荷したくない｡目的のために命をもら

うことはしたくない｣(S君)

r侠だったらどんな理由でも (出荷されるの
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は)いやだ.いやがることを無理矢理するの

はいやだ (秩)｣(KB)

F省は､出荷すると育っているみんなにお

たずねをした.

[みんな.ヒ-トとハッピーの親になると育っ

ていた｡出荷するのは自分の子供を殺すのと

同じこと.自分の子供でも殺すんですか9)

(古し合いでのF君の焚書)

この一書をきっかけに､日的始を主事してい

た r出荷する｣群の考えが揺れ始める.

目先生】もともとね､答えなんてないの.

ないところに二項対立でIlを2つ作って出口

のない落し合いを延々とやった感じ｡そうい

うなかに (人FEtlは)生きてるからね｡満軌こ

rブタの出T'fをして命は大切だと息いました｣

っていうきれいなオチにl淡 対にしたくなかっ

た.

lH先生】他店的にヰえてましたね｡それを

する自分を々える｡そういうことをする自分っ

て､こんなに悩んでいても､結局夕転で今日

も豚肉食べましたとか甘いでくるんですよね｡

EI妃とかシー トとかにも｡

結局､10月20日にヒー トを出荷､その1週

ril目鼻にハッピーの出荷を迎えた｡出荷直後の

子供たちの様子は ｢俄悔大会のようだった｣

という｡rちゃんと世階をしなかった｣と後

悔の気持ちを述べる子供もいた.ある子供の

作文シー トには ｢私は本当にひどくて最低の

人間だと魅いました｡出荷させてしまったの

は自分たちだし､トラックに乗せたのも自分

なのに.お肉をおいしいと思ったからですJ

と脊かれていた.

出荷を板書し.r人間が生きるために殺 すJ

r人間の都合｣r出荷した自分は挨味な人間J
ritペるということr}命をもらうことJなど

の祝点をもって ritペるJことを考える子供

の姿が見られるようになった｡

｢すく｣は2月25日に出荷された｡牛は.

ブタと違ってすぐに rと殺｣されず.約1年

間は畜産点家のt.とで育てられる.

rI先生】畜産A家の人に来てもらって､槽

一杯育てた牛をみんなにおいしいって食べて

もらえることがすごく幸せなんですって拝し

てもらったんだけど､分からない｡というか.

分かりたくない.

tH先生】そこはもう乗り越えるっていうか､

見ないことにするか々えないことにするか.

上から理由がつくような納得が自分の中にあ

れば､Jt穀としてちゃんとやれるし､畜産関

係肴としてやっていけるんだけど.子供は畜

産よ家になるためにやってるわけじゃないし､

(Jt蒙の)思いが知りたいっていってやって

るんだけど､最後は畜産A崇 (の気持ち)に

はなれないんですよね.そこには子供なりの

思いがあって.どうやっても折り合いがつか

ない｡

この単元の姓東は以下のようであったという｡

【l先生】分かったことを伝え合おうって､2

月に学びのステージ (学習発来会)があるか

ら､そこで自分たちの'芦んだことを伝えようっ

てことで｡あえて r食べ物を頗きないように

しましょう｣などと呼びかけることはしなかっ

た.そういうきれいごとで終わらせるのはや

めた｡うわペだけで伝えるようなことはしな

い｡子供たちが学んできたことを内側にしまっ

ておくことで終わりでいいよって｡これだけ

考えたし.
【H先生】自分が思う食とかitベるって.ど
ういうことなのかな.それを藩いてみんなで

改みあって､さらに牧みあった感想を脊いて

終わり.S君なんかは.r3回の出荷をしてつ

くることは生きるために大切なんだと思いま

したJと辛いてる.でも次の段落には r人間
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は何もしないで動物たちの命をいただいて､

食べるということができて､幸せな生き物だ

と思うけど､命を奪われている動物たちには

残酷｣｡これで終わってるんですよ.いろん

な面から自分を見るようになったというか｡

教師はこうした学びから子供たちの ｢探究

力｣の発揮をどう捉えているのだろうか｡イ

/クビュ-の中で質問したところ､以下のよ

うに答えてくださった｡

【H先生】うーん｡ここがすごく伸びて､こ

ういう力がついたというよりは､毎日やって

いることが当たり前のようで当たり前でない｡

けっこう大串にやるとか､責任もってやると

か､そういう面で変わったかな｡いろんな立

場で考えるなんてことも変わったかな｡自分

の考えを言わないと伝わらない｡友達の考え

に賛成するんじゃなくて､自分で考える｡意

鬼の趣旨が似ていても､自分でます考えるo

なんか､賛成賛成って育ってると､出荷した

くなくてもされちゃう｡｢すく｣のこととか､

rハツビ-｣と rt:- ト｣のこととか､誰か

に賛成して思うことじゃない｡自分の気持ち

とずーっと向き合わなきゃいけない｡そうい

うところが変わったかなOただね､急にそれ

ができるようになったわけじゃないから｡で

も､それがいろんな鰯 で見られるようになっ

たかなと感じた｡

El先生】いろいろな市来の中に､それを受

け止めて､どこかに自分の足場をおいて､自

分の考えを持つという､バランスの力という

か｡そういう力がついたんじゃないかなと思

います｡人間が生き物の命をもらってしか生

きられない磯酷な生き物であるという事実と､

自分たちが愛情をもって育ててきたという事

実と､ス-パ-の内を食べている自分と｡い

ろんな見つけてきた事実があって｡どれも嘘

じゃなくて､でも一つひとつの布教は反発す

るようなこともある｡全く反対のこともある

んだけど､それぞれの碑実のどこかに足船を

少しずつ作って,きちんと立っていられると

いう｡足のおき方がそれぞれ少しずつ違って

いて､それでも食は大串【だよって考えるとい

う､同じような目的に向かって行動できたり

とか､言古し合いができたり､倉見を交流でき

たりというところは､力がついたんじゃない

かなと思います｡

H先生とⅠ先生は､子ども自身が納得いか

ない問題状況に対して何らかの r解決策｣を

導き出す力を r探究力Jと捉えてはいない｡

むしろ r自分で考える｣rいろんな立樹から

考える｣r自分の気持ちと向き合う｣｢日箱生

活の中で責任をもって行動する｣といった変

容を ｢ついた力｣と捉えている｡こうした変

容は一人ひとりの生き方につながる内省的な

思考の深まりが引き起こしたものであろう｡

5 総合的な学習の時間を核とするカリキュ

ラム マネジメントに向けて

大手町小が掲げる r探究力｣とは何か｡先

に紹介したように一応は説明されている｡し

かし､上の実践からは､定義にこだわらず､

子供の姿をもとに教師自身が ｢探究力｣とは

何かを問い直しているが姿が浮かび上がる｡

教師は､年間カリキュラムを作成する掛 こ

rいつ頃､どのような子供の姿が見られるだ

ろう｣と予想していた｡そして､子供たちが

自らの思いをもって楕動できるような題材を

選択し､9]爽感をもって許し合うことのでき

るような話題を股定していた｡しかし､ある

程度の計画や見過しを持ちつつも､者Lglする

方向へと子供たちを強引に誘斗することはな

かった｡子供たちが考えを深め合い､自己決

定を繰り返していけるよう､きっかけを作っ

たり､問いを投げかけたりする役割に徹して

いた.こうして深められていく学びの道筋に

即して,一人ひとりの心の揺れや昔時の変容

を丁寧に捉えていた｡
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大TL■r小が軟J#錬操上で明示する r6つの

姿耳 能^｣には.A体的な到達目標が投定

されているわけではない｡また､それぞれの

r安井.能力Jの事付けとなる抽象的な理Siが

存在するのでもない｡むしろ､r探究力｣な

どの甘美で育成を日指す東常･能力を掲げる

ことJL 教師たちが地点で年Rlカリキュラム

を作成したり.琳元をHt想したり､子供の学

びを捉えながらこれらを併正したりする床に

r共議書TEJをせ供している.教師全員で子

供の姿を共有し､r探究力って何だろう)と

問い証し､ヰえでいくことができるのである｡

ここに､同校のカリキュラム･マネジメント

が成功している書があると思われる.

促に T育成を目指す安F･能力)を従来の

到達日原のような形で牧定すれば.既存の教

科や授業の枠内で子供の学びを断片的に把握

しようとする教師の意tが強化されるだろう.

また､子供の姿からI■れた抽象的な理念とし

てこれを枚在すれば､教師が廟 う r身に付け

てほしい力｣をそのまま子供たちにアンケー

ト等で答えさせ､柑定的な回答率のiPIさのみ

で r安井.能力が育成されたJと結Saづける

ような火雌が横行するだろう｡

各学校のカリキュラム･マネジメントにお

いても.まずは総合的な学習の時FilJでどのよ

うな撫究活動が行われ､子供たちにどのよう

な資質･惟J)がiF成されてきたのかを振り返っ

てみる必要がある｡子供たちが托兜のなかで

他教科で軌正された資質 能力をどのように

発耕しているのかを発見できるだろう｡現代

的な舗謙題を身近で切欠なテーマとして深く

考え,臼己探究に向かう子供の姿も捉えられ

るだろう.教師全月で爽践の振り返りを進め

たい｡その府､A体的な子供の学びを学校全

体の教育日倭やロ指す子供の姿と束ね合わせ､

何を共idlのす給で括れるかを意暮し､年間カ

リキュラムのす正や教育棟程の再横封につな

げたい.こうしたことを1兼み鹿ねでいけば.

年度末には翌年の教書Zt程月虚に向けて r育

庇をE]指す安井･能力Jの明純化を図ること

ができるはずである.

(注)

1)この細 については次の文軒に詳しく現

明されている｡中留武昭 世故悦子 rカリ

キュラムマネジメントの新たな扶戦一汝

合的な学習における連関性とtB■仕に焦

点をあてて-J教書EII発研究所.2015

年.16-al東.

2)中央教Jf書計会 r幼稚囲.小学校.中学

校及び特別支Il学校の乍習指事要領等の

改書及び必要な方策年について(答申)J1

2016年.41乱

3)文れ科学省 r小学校7-習指事更額Af鋭

捻合的な学習の時間Jn 2017年､20頁.

4)同上.33頁.

5)早川撫 rデューイの探究教育哲学一相互

成長をめざす人ru形成G再考-J名古屋

大学出版会､1994年､l･20ft1.

6)同上.9乱
7)上越fri立大手rr′小学校 r未来カー子ども

が力をつけるときJ2006年.14-L8頁｡
8)上越市立大下rT′ト7校 r大手PTカリキュ

ラム2013-Xの<自立>とく共生>を日持

す教JG熱投のLM通一J2014勺三､5頁｡

＼文AF1

･文部科学省 r小学校学習摘叫夢簡J2017

年3月告示｡

･中留武昭･田村知子 rカリキュラムマネジ

メン トが学校を変えるJI学Zl出版､2004

年｡

･田中扶治JZrdlかな乍力を育てるカリキュ
ラム マネジメントJ教育TNI発研究所.

2005年｡

･加#幸次 rカリキ1ラム マネジメン トの

考え方･進め方Jl畢明gF臥 2017年.

JDewey者､1916年.河村里釈 r民主主

喪と教育JI人間の科学杜､2000年｡



研究始文

･上越市立大T:■TJl､学校 rLet■sgotDthe

NextStHAge一未来を創る共の r自立)と

r共生JIJI2016年.
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